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� MOSFIRE MOSDEF survey, Hα/Hβ measurement + 多色測光
� z~2 (1.36—2.59) star-forming galaxies 224天体
� 0.7” slit, R~3500, 1hr (z~1.5), 2hr (z~2.3)

• λ>0.25µmはSMCとほぼ一致。
• λ<0.25µmはCalzetti2000と同じ傾きだが、normalization (RV) が異なる。
• 2175AA bumpはあるかも (完全なMOSDEFデータで要検証)。

(i) 適度なdiffuse dustに覆われた星
(ii) 濃いpatchyダストに埋もれた星

SFR大�全体的にdust増、かつpatchy region増
� dusty line emission増

遠方銀河のダスト減光曲線はどうなっているか？

Fig.10: MOSDEFで見積もったで見積もったで見積もったで見積もった z~2 減光曲線減光曲線減光曲線減光曲線

Fig.16: 電離ガス電離ガス電離ガス電離ガス (輝線輝線輝線輝線) と星と星と星と星 (連続光連続光連続光連続光) に対する減光の違いに対する減光の違いに対する減光の違いに対する減光の違い

• E(B-V)star : continuum spectra の SED fittingから。
• E(B-V)gas : Hα/Hβから。
• sSFRが大きいほど、ガスが減光される傾向。

Fig.19: 星形成率に依存したガス・星・ダストの分布星形成率に依存したガス・星・ダストの分布星形成率に依存したガス・星・ダストの分布星形成率に依存したガス・星・ダストの分布

SFR面密度 (~ patchiness) との相関を調べることが次のステップ。


